
篠の上半分の削平に伴い散乱したものであろう。石棺2内部はすでに盗掘をうけており、元位置を保っ

た遺物は出土していないが、これらの散らばった鉄器は、元来石棺2内部あるいはその墓境内に納め

られていたものが、盗掘時あるいは削平時に散乱した可能性も捨てきれない。

一国山1号境の被葬者について　足守地域において古墳が特に集中するのは、字大崎付近から三井谷

北側の南北約4kmの範囲である。この範囲では、25m以上の比較的規模大きな盟主的古墳が、古墳時

代前期の前方後方墳→古墳時代中期前半の方墳→古墳時代中期後半の円墳と形態を変えながら、複数

の単位に分かれて築かれ、そして古墳時代中期末に至ると、盟主的古墳を築いた集団とそうでない集

団との差は解消され、盟主的古墳は築かれなくなる（註6）。

一国山1号境の位置する三井谷周辺部の、北あるいは北西に飛び出す尾根上においては、南坂8号

墳→南坂2号墳→南坂9号境と規模的に盟主的な古墳と推測される古墳が築かれている（註7）。こ

れらの古墳は立地から三井谷入り口付近の扇状地を基盤とする集団のものと推測され、言い換えれば

この三井谷付近は一つの盟主的古墳の単位を為していたともいえる。

一国山1号境は後述するように、同じ一国山の南西斜面上に位置する、一国山2号墳あるいは3～

5号境とも連続性はみられず、5世紀後半すなわち古墳時代中期後半に、独立して築かれている。こ

のことは一国山1号境の被葬者が、古墳時代中期後半になって初めて、南坂9号境の影響下で古墳を

築き得るいわば新興勢力で†一方その後は再び築くことはできない、すなわち長期間継続して古墳を

築造するには勢力が脆弱であるという、二つの特徴を持った集団の構成員であったことを示している

号

図103　三井谷周辺の前・中期古墳

『岡山市埋蔵文化財分布地図』岡山市教育委員会1983　を加筆修正
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と推測される。

一方で、一国山1号墳石棺2の墓境には胡篠が副葬されており、また明確ではないが鉄鐸も副葬さ

れていた可能性があり、この被葬者は、朝鮮半島の影響を受けた遺物を所持していたといえる（註

8）（註9）。

これらのことから、一国山1号境の被葬者は決して有力な集団の構成員ではなかったが、朝鮮半島

と何らかの接点を持っ人物であったと考えられる。

第2項　一国山2号墳について

外護列石と横口式石櫛とみられる主体部をもっ2号境は、箱式石棺を主体とする一国山古墳群の中

で、異彩を放っ墳墓である。小片ではあったが出土した頚恵器から8世紀初頭に築造されたものと推

測され、吉備地域の終末期古墳の中でも

新しい時期に属するものであろう。県下

において、終末期古墳はいくつか調査が

行われているが（註10）、ここでは調査さ

れていないものも含めた終末期古墳全体

のなかで、墳丘の規模等から一国山2号

境がどのように位置づけられるのか検討

してみたい。

一国山号墳の墳丘規模　これまで確認さ

れている県下の終末期古墳は、亀山行雄

氏の集成（註11）によると、7世紀を中

心とするものがほとんどであり、8世紀

初頭の築造とみられる古墳は惣田奥4号

墳・新屋敷古墳・一国山2号境の3例に

とどまる。古墳時代終末期では、墳丘規

模は方墳のほうが大きく、その多くが一

辺10m以上ある。またそれら規模の大き

な方墳は一般的に外護列石が伴う例が多

い。当該期の方墳には規模の大きい墳丘

が多いという特徴があるにもかかわらず、

一国山2号境は外護列石を有しているも

のの両辺で約5．5m、高さ2mを測り、他

の方墳と比べ格段に小規模な古墳である。

これまで県下で発掘調査の有無を含めて

確認されている終末期古墳のなかでは最

も小さい部類に含まれる。

古墳名 所在地 墳形 墳丘規模 （m ）

惣 田奥 4 号墳 備前市佐山 － 6×1．5

瑠 鋒池木筆墳∴ 滴山車連番 ㍉ 方㍉ X 、点 、、

僧 藤池 畢号 療 、、“ 照 幽布津最 方‾’ 7．5 ×‾ 、

摺鉢池 3 号墳 岡 山市津高 円 11×2

富原西奥古墳 岡 山市富原 方 7．6 ×2．2
事 劃 綾 ヰ 錬 癖由布下足守 、 方 ′く 5、×、、2ミ、、

、こ予坤号培 ㍉ ∵倉敷市童子∴ 寿 、‾ 二†＆5、′×2＿．．
撃池兼 1考鰭 旛 敷布西城 海 1・2×3．、4

向山16号墳 倉敷市矢部

円

半俵 4 号墳 倉敷市矢部

新屋敷古墳 早 島町矢尾 9 ×0．2

、長砂 ．2号 終 章 簡救 市久代 ＋ 事∵ わ綾 圭

こ妙音箪号痩誉 総社市八代 ． 吏 17×8

立坂北 3 号墳 総社市立坂 円 6 ×2

沖 田奥 4 号墳 総社市沖 田奥 円 8 ×

漁 困薮 5 号境 、 ぬ社務浄 田無 ．′′ 方 9×2．、

丞 疎 密 頸 章 奉筆画 南山 由、、、 方 27×6 、

荒神西古墳 津 山市桑下 円 11×1．6

大沢 2 号墳 津山市久米川南 円 6×0．5

大沢 1 号墳 津山市久米川南 円 5×0．4

釜 田 2 号墳 津山市彙下 円 6×

釜 田 1 号墳 津山市桑下 円 6×

稼山 6 号墳 津山市久米川町 円 7×0．2

稼山 5 号墳 津山市久米川町 円 6×0．2

稼山 4 号墳 津山市久米川町 円 7×0．7

荒神古墳 津山市桑下 円 5×

常 北串境 圭、 尊 慮席上中津薇 －′ 寿 ㌻ 2頼 甘 言

劾 線 画 樟 裏 庭市吏中津井 ノ 患 ；
－

凌 密 接 串 教烹 裏 庭市去中澤熱 ‾ 衰 字
－

水 餅 醸 康 や 幸 麿市立中澤井十 泰 羊′ 撼 料 南 岸

表2　岡山県下の終末期古墳

（悪霊完霊宝言霊票高さを表す）
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築造規格について　一国山2号境は、外護列石が良好に遺存しており、墳端を明瞭にとらえることが

できた。ここでは定北古墳や二子14号墳など、県下の終末期古墳の使用尺度について検討した庭上元

規氏の方法（註12）を参考に、墳丘築造の使用尺度について検討してみたい。図104は一国山2号境の

平面図に唐大尺10尺（297cm）の方眼を重ねたものである。南北辺では20尺に足りないものの、おお

むね20尺四方の枠に収まることがみてとれる。主体部である石郷は大きく失われているため、石櫛の

規模等に関する規格の検討は試みていない。ここでは、墳丘築造に関して唐大尺を意識していた可能

性を指摘しておきたい。

＋有 D

，・r恰 四
も

「 ／

Il 二 ‾磯　 ／軍

腔 矧

t．r一・ノーー・rr、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

粗 二・・

二詔
t

◎ぞ ・域 等
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

三 年 － I
、、、

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 m

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

図104　一国山2号境の築造規格（S＝1／50）［方眼は1マス唐大尺の10尺＝297cm］
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主体部について　一国山2号境の主体部は横口式石榔であったとみられる。その規模は、残存部分か

ら推定して、最大でも長さ1．5m、幅1m程度である。また、石榔の掘り方は確認できず、石榔の構

築と墳丘の構築は同時並行で行われたものと考えられる。

石榔の底面には板石が数枚残存しており、石榔床面は本来石敷であったと考えられる。ただし、現

状で確認できた石榔床面は、板石の出土状況から見て斜面に沿って南へ傾斜しており、床面を水平に

つくる意図がみられない。

石榔の床面から、鉄釘が出土している。出土した鉄釘が原位置を反映しているとみるなら、石榔内

に納められた木棺あるいは木橋は、長さ約90cm、幅約40cmを大きく超えることはないだろう。また、

石榔内には赤褐色を呈する焼土とみられる埋土が確認できた。石榔の規模および、鉄釘の出土状況か

らみた木棺または木横の大きさから考えて、本墳は単葬墓と推測される。

一国山2号境の位置づけと被葬者像　亀山氏による終末期古墳の類型案（註13）にあてはめると、長

砂2号墳・富原西奥古墳の属するⅡ類あるいはⅢ類の範噂に収まると考えられる。ただし、外護列石

を有する点は異なるものの、古墳の立地は山の斜面を利用して単独で築かれている点、槙口式石榔の

可能性のある点、わずかな副葬品など、共通する点が多いのはⅡ類といえる。墳丘の規模等からみれ

ば群集墳のⅢ類であるが、明確に6・7世紀代に築造された古墳が一国山古墳群の中に確認できない

現状では、当地において、継続的に築かれた古墳とみるより、単独で築造された古墳とみるほうがい

いだろう。

また、一国山2号墳の特徴として、終末期古墳にみられる段築が確認できない点を挙げることがで

きる。ただし、主体部が大きく破壊されているため、本来は二段目の外護列石が存在した可能性は否

定できない。

一国山2号墳は、墳丘規模・副葬品などからみて、地方の古墳築造に対する規制を意識して築造さ

れたことはほぼ間違いなく、亀山氏の論考（註14）を参考にすると、おそらく下級の宮人層の墓とみ

られる。一国山古墳群は、古代の行政区分で賀夜郡足守郷に位置しており、本境が築造された時期は

賀夜氏の勢力下にある地域である。本墳築造の背景に、賀夜氏の存在を意識するのは筆者だけではな

いだろう。

以上、一国山2号墳についてまとめてみた。当地域では終末期古墳の調査例はめずらしく、貴重な

調査例となった。また外護列石が良好に依存していたため、当該期における終末期古墳の墳丘規模を

明確にできた点は成果の一つといえる。しかし、外護列石が比較的良好に残る一方で、主体部が大き

く失われていたため、主体部の形態や規模等の内容について可能性の域を超えられなかった点は悔い

が残る。

岡山県下の7世紀代には小迫大塚古墳（註15）や旧北房町地域に定古墳群～大谷1号墳の首長境の

系列がみられるなど、前方後円墳の築造停止後も巨石を用いた精美な古墳が築かれている。とりわけ、

旧北房町地域に展開する終末期古墳群は、調査によってその内容が明らかにされ、中央豪族と地方有

力者の関係が明らかにされっっある（註16）。一方、吉備中枢地域における終末期古墳のあり方、と

りわけ8世紀代の古墳については、まだ調査例も多くなく、これから徐々に明らかにされていくので

あろう。そのような状況の中で、一国山2号墳は8世紀初頭における当地域の在地有力者の動向を窺

える興味深い古墳といえる。
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第3項　一国山3・4・5号墳について

立地について　一国山3・4・5号墳は、一国山南西斜面上に近接あるいは密着して築造されてお

り、他の1・2号境とは異なり3基で独立した古墳群を形成している。これらの古墳が立地する斜面

からは、立木等がなければ南西側に現在の森宮集落、及び冠山と、八幡山に挟まれた三井谷入り口付

近の扇状地を望むことができる。地形、立地等から、一国山3・4・5号境は、この扇状地部分を意

識して築かれたものと推測される。

墳丘について　一国山3・4・5号墳の墳丘は現状ではほとんど認められない。いずれの古墳も、墓

境は、地山を平らに整地した面から掘り込まれており、また墓境の深さと棺身の高さは基本的に同じ

である。従って、まず南西に下る斜面を段状に削りだし墓境を掘削し、次に墓境内に石棺の身を構築

し、遺体を入れ蓋石をのせ、その後盛土をおこない墳丘を完成させるという築造過程が考えられる。

いずれの石棺の蓋石も現表土直下より検出されているということは、墳丘が斜面上に築かれているた

め盛土が流出していることを考慮しても、盛土の厚さは元々少なく、従って墳丘の高さもさほど高く

なかったと考えられる。各古墳とも、埴輪、茸石等の外表施設は認められない。

主体部について　主体部はすべて組合せ式箱式石棺であった。図105、表3に示すとおり、箱式石棺

の主軸はいずれも北東一南西方向を示しており、N44～580　E（真北を基準にするとN50～640　E）

の範疇に収まる。同一の墳丘上における各主体部の主軸方向の差は1～20　のずれしかなくほぼ平行

といえる。このことから3・4・5号墳築造時には、埋葬規定が存在していたと推定される。

石室は大きく、枕石を伴うもの（石棺4・5・6）と伴わないもの（石棺3・7・8）に分類される。

枕石を伴う石棺は、すべて4号墳の上に築かれたものであるが、そのの中でさらに板石敷きのもの

（石棺5）とそうでないもの（石棺4・6）に分けられる。板石敷きである石棺5は、石棺内面の規

模も石棺4・6よりも大きく、4号墳の中心主体と推測される。従って礫敷きのものはそうでないも

のに対し優位に立っと考えられる。

枕石を伴わない石棺は、3号墳及び5号境に築造されたものである。3号墳の石棺3は、3基の中

でもっとも副葬品が豊富であることから、3・4・5号墳の内一番優位に立っと推測される。5号墳

上に営まれた石棺7・8の内、石棺7は少ないとはいえ副葬品を伴い、石棺の規模も大きく、また石

棺8に先行して築かれているところから5号墳の中心主体と推測される。

副葬品について　一国山3・4・5号墳に伴う6基の石棺の内、副葬品を持っものは、3号墳の石棺

3及び5号墳の石棺7である。石棺3出土の鏡は、平縁の獣形鏡あるいは獣帯鏡と考えられる破鏡で

ある。断面が研磨されているところからこの状態で保持していたと推測され、石棺3の被葬者が鏡を

保持する階層の中で最下層に位置する人物であったことをあらわしていると考えられる（註17）。

石棺3出土の管玉は碧玉製のもので、径7mm長さ35mmのやや大型のものと径5．5mm長さ19．4mmのも

のがある。穿孔は両側からなされており、材質は良い。

同じく石棺3からは石杵も出土している。石杵は一国山古墳群周辺では、4kmはど南へ位置する津

寺遺跡（註18）や加茂A加茂B遺跡（註19）などの足守川流域の遺跡で確認されている。時期は弥生

時代後期後半から古墳時代前期までのものがあり、棒状のものとし字形のものがある。石棺3出土の

石杵は棒状のもので、形態的には津寺遺跡の竪穴住居70（津寺古墳前Ⅱ）（註20）出土のものが近い。

加茂遺跡及び津寺遺跡出土の石杵は集落内から出土しており、集落内で実際に使用したものと思われ
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る（註21）。石棺3出土の石杵

も使用痕が見られることから実

用品と推測されるが、石棺3の

みならず当古墳群各石棺内に赤

色顔料は確認されない。従って

石棺3の構築以前に他の場所で

使用された後、石杵のみが石棺

3に埋納された可能性もある（

註22）。

石棺7内より出土した鈍は、

刃部と茎部の間がくびれており、

刃が鐘形を呈していることから、

4世紀代のものと推測される

（註23）。石棺3の墓境内より

出土した鈍の断片も、同型と推

測される。

築造順位と築造年代について

まず一国山3・4・5号境の相

対的な築造年代を考えてみる。

一国山3・4・5号墳同士の

位置関係は、3号墳及び5号墳

は、4号墳よりも高所に築かれ

ているいるところから4号墳よ

りも優位にあると考えられる。

そして3号境と5号墳の間では、

5号境は3号墳を拡張する形で

後に構築されており、また北西

側には急傾斜の北側斜面が迫っ

0　　　　　　10mているなど、構築順位や立地なl．．．．呈　　　　！

どから3号境の方が優位にある

図105　一国山古墳群埋葬施設頭位模式図 と考えられる。従って、①3号

古墳名 石棺名 石棺内法長 石棺内法幅 墳丘規模 磁北軸 真北軸 副葬品 註

一 国山 3 号墳 石棺 3 1．48 m 0 ．2～0．34 m 5．3m X 8 m N 44 0　E N 380　E 鏡片 管玉 石杵 鈍

一 国山 4 号墳

石棺 4 1．55 m 0 ．25～0．4 0m

12 m 以上

N 500　E N 4 40　E 枕石

石棺 5 1．9 m 0．3′～0．4 m N 4 90　E N 4 30　E 枕石 板石敷 き

石棺 6 1．1m 0．34～0．4 m N 480　E N 4 20　E 枕石

一 国山 5 号墳
石棺 7 2．1m 0．45～0．5 5m

7m X 8 m
N 580　E N 520　E 鈍

石棺 8 1．68 m 0 ．22～0．30 m N 5 70　E N 510　E

表3　一国山3・4・5号墳埋葬施設一覧表
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墳②5号墳③4号墳という優劣関係が推測できる。3号墳は4・5号墳が複数埋葬をおこなっている

のに対し、埋葬施設が1基しか存在しない点や、副葬品の内容も、3号墳の優位性を裏付けると考え

られる。すなわち一国山3・4・5号墳は3号墳を中心にして形成された古墳群と考えられる。

このことから3号境が最初に築かれたことは確実であろう。そして5号境が3号境よりも後出する

事もまた確実である。4号境と5号墳の前後関係は不明である。しかし両者の石棺の軸方向が、4号

墳はN48～500　E（真北ならN42～440　E）、3号境はN440　E（真北ならN380　E）と比較的平行

な値を示しており、一方5号境のそれはN57～580　Eと3号墳よりも13～140程ずれていることから、

4号墳の石棺は3号境の石棺の軸方向を意識して築かれていると考えられる。従って4号墳は5号境

に先行して築かれたと推測され、このことから3号墳→4号墳→5号墳の築造順位が想定される。

同一墳丘上での石棺の築造順位は、5号境は墓境の切り合いから、石棺7→石棺8という順位が想

定できるが、4号墳に関しては不明である。

各古墳の築造年代は、手がかりとなる伴出遺物が少なく明確ではない。しかし3号墳石棺3より出

土した鏡は、鏡式は特定できなかったものの、鏡片として副葬されている。鏡片の副葬は、北部九州

においては、古墳時代初頭以降に登場する要素である（註24）。同じく石棺3出土の管玉は、平井勝

氏の論考では前Ⅱ期の終わり（註25）、高橋進一氏の論考では4世紀に相当と思われる（註26）。た

だ管玉の内J34の径7mm長さ35mmのサイズはかなり大型である。平井氏の論考では、前Ⅱ期に太身長

径化し（註27）、高橋氏の論考でも、4世紀に管玉の大型化が始まることが指摘されている。また5

号墳石棺7出土の鈍は4世紀代と推測され、3号墳出土のそれも同様と推測される点、一国山古墳群

周辺において古墳時代前期より下る石杵の出土例は、現在のところまだ確認されていない点から、3・

5号墳の築造時期は4世紀後半の範噂にあると考えられる。上記のような順位でこの3基の古墳が築

かれたとするなら、遺物を伴わない4号墳も同様に4世紀の範晴にあると推測される。

石棺の主軸方向について　吉備の前期古墳の埋葬施設の主軸は、南北に方位を取り、かっ墳丘の主軸

に平行ないし直交させるかのいずれかであることが明らかになっている（註28）。一国山3・4・5

号墳のような前期中古墳群の埋葬施設の主軸にもこのようなことは当てはまるのだろうか。

一国山3・4・5号境の石棺は、尾根筋を墳丘主軸とするとこれに平行して築かれていることになる。

図106　長坂古墳群（註29より一部改変）
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一方石室主軸は北東一南西方向を示しており、南北に方位を取っているかどうか微妙である。

当古墳群から約1km東にある長坂1・2・3号境は、南西に突き出す標高180mほどの尾根上に築

かれた古墳時代前期前半の古墳群である（註29）。長坂1・2号境は尾根筋上に、北西側の斜面に3

号境が築かれている。1号墳の主体部は、尾根筋に直交して箱式石棺・器台転用棺・土器館が、2号

境の主体部は箱式石棺が尾根筋を墳丘主軸とすると、それぞれそれに直交して築かれている。3号墳

は墳丘がほとんど破壊されているため不詳であるが、2基の箱式石棺は北西にのびる尾根筋と平行に

築かれていると推測される。埋葬施設の主軸は北西一南東を示す。

当古墳群から約9km南西の殿山古墳群（総社市）は、北から南へ、そして途中から南西へ向きを変

えて飛び出す標高40～75mの尾根上に位置する、おおむね前Ⅱ期以前（4世紀後半以前）に比定され

る古墳群である（註30）。尾根筋に築かれた古墳の内、8～16号墳及び21号墳が調査されている。尾

根筋を墳丘主軸とすると、8～12号墳はそれに平行して、13～16号墳及び21号墳は直交して築かれて

いる。埋葬施設の主軸の方位は、平行する8～12号墳は北一南から北東一南西、直交する13～16及び

21号墳は東一西から東南一北西とかなり幅がある。

当古墳群から南へ約6km離れたところに位

置する郷境墳墓群は、南南西から北北東に下

る標高52～55mの尾根上に3基（1・2・5

号墓）、そこから分岐して西から東へ下る標

l
l

tln

＼
l

高40～50mの尾根上に2基（3・4号墓）の　／一一；

墳丘が築かれている、弥生後期から古墳時代
一－一一

初頭にかけて営まれている古墳群である（註

31）。尾根筋を墳丘主軸とすると、1・4・

5号墓はそれと平行に、2・3号墓はこれと　／′

直交して主体部は築かれている。主体部の主

軸はかなり正確に東一西、南一北を指向する

3・4号墓と、北東一南西あるいは北西一南

東を指向する1・3・5号墓に分かれる。

当古墳群及び、上記の古墳群の内4世紀以

前でしかも弥生時代にさかのぼらないと推測

される古墳（註32）の埋葬施設主軸を、真北

を基準にして図示すると図109のようになる

（註33）。このデータから、墳丘主軸に平行

あるいは直交するという吉備地方の前期古墳

の原則は、一国山3・4・5号墳も含め古墳

時代前期の小型古墳群にも当てはまるものと

考えられる。

しかし主体部主軸の方位は、大まかに見て、

南北あるいはそれに直交する東西を指向する

ものの、その角度は最大50～600　の誤差を示
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図107　殿山古墳群（註25より一部改変）



ており、「南北に方位を取る」という規制が強く働

J－≠二二＞　　いているとは言い難い。言い換えれば南北あるいは

図108　郷境墳墓群（註31を一部改変）

東西を「漠然と」指向していると考えられる。

前記のうち、主体部主軸が比較的南北・東西の正

方位に近い古墳は、殿山11号填、郷境3号墓（以上

南北）、殿山13・14号填、郷境4号墓（以上東西）

があるが、これらが立地する地形を観察すると殿山

11・13・15号境は、はば南北にのびる尾根上に所在

し、郷境3・4・5号墓はほぼ東西へのびている尾

根上に所在していることが認められる。このことは

古墳群の立地する尾根筋が延びる方位によって墳丘

の主軸方位が決まり、それに平行あるいは直交して

築かれることにより体部主軸の方位も自ずから決定

されてゆくと推測される。つまり一国山3・4・5

号墳及び周辺部の前期古墳群における主体部は、墳

丘の主軸にあわせることの方が、方位をあわせるこ

とよりもかなり優先されていると考えられるのであ

る。但しこれらの古墳群で頭位の判明するものは、

大まかに見て北あるいは東頭位であり、重葬の例

図109　前期古墳における埋葬主体の主軸と方位
殿山古墳群の主軸の角度は註25の文献より引用した

矢印方向は頭位（枕石等で方向の確実なもの）
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A一国山3号墳石棺3
B一国山4号墳石棺4
C一国山4号墳石棺5
D一国山4号墳石棺6
E一国山5号墳石棺7
F一国山5号墳石棺8

1長坂1号墳主体部・器台転用棺
2長坂1号墳土器館
3長坂2号墳主体部
4長坂3号墳A・B主体部

5殿山8号墳主体部
6殿山9号填第1主体部
7殿山9号墳第2主体部
8殿山10号墳第1主体部
9殿山10号墳第2主体部
10殿山10号墳第3主体部
11殿山11号墳第1主体部
12殿山11号墳第2主体部
13殿山11号墳第3主体部
14殿山11号墳第4主体部
15殿山13号墳第1主体部
16殿山13号墳第2主体部
17殿山14号墳第1主体部
18殿山14号墳第2主体部

19郷境1号墓主体部
20郷境2号墓主体部
21郷境3号墓第1主体部
22郷境3号墓第2主体部
23郷境3号墓第3主体部
24郷境4号墓主体部
25郷境5号墓第1主体部
26郷境5号墓第2主体部
27郷境5号墓第3主体部



（註34）をのぞけば、西あるいは南頭位は見られない。従って、「南北に方位を取る」という規制は

決して働いていないわけではない。これら古墳時代前期の小型古墳群は、墳丘の規模や構築方法から

考えて、立地する場所の地形の影響を非常に受けやすいと考えられる。上記のような特徴は、地形の

制約を受けながらも南北に方位を取り、かつ墳丘の主軸に平行ないし直交させるという、吉備地方の

前期古墳の規制を追求した結果生じたものと推測される。
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図版1
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南坂8号墳遠景

（西から）

主体部検出状況

（東から）

主体部床面

（北西から）



主体部北西壁

（南東から）

主体部床面西半

（南西から）

後方部北側断面

（西から）
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図版3
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後方部南側断面

（西から）

排水溝上面

（北から）

排水溝・主体部接続部
（北から）



排水溝・主体部接続部（拡大）

（北西から）

主体部墓境

（北西から）
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主体部墓境掘上り

（南東から）



図版5
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Pl土器出土状況

（北から）

南坂8号墳墳丘

築造以前遺構面

（北西から）

土器棺墓断面

（南から）
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土器棺検出状況

（北から）

埴輪棺検出状況

（北東から）

埴輪棺埋納状況

（南から）



図版7
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石蓋土壌墓1

遺物出土状況
（南西から）

石蓋土墳墓2・土器棺墓

検出状況

（南東から）

石蓋土墳墓2断面

（南から）
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石蓋土墳墓2

（東から）

主体部2

（北東から）

主体部及び主体部2

（南東から）



図版9
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一国山城跡遠景

（南から）

一国山城跡から

見た冠山城跡

（北東から）

第4郭全景

（北西から）



第1郭サブトレンチ

（S一丁）土層断面

（南から）

第1郭サブトレンチ1

（0－R）土層断面

（西から）

第1郭サブトレンチ2（0－P）土層断面

（東から）
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図版11
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Pl・P2全景

（北から）

第1郭サブトレンチ3

（M－N）土層断面

（南西から）

南北トレンチ

（E－F）土層断面

（東から）



段状遺構A・B全景

（南から）

段状遺構B集石4
（南から）

段状遺構A・B調査状況
（北から）
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図版13
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一国山1号墳石棺1

蓋石検出状況

（東から）

一国山1号墳石棺1半裁

（北東から）

一国山1号墳石棺1

鉄刀・玉類出土状況

（南から）
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一国山1号墳石棺2

胡諒出土状況

（北から）

一国山1号墳石棺2

胡等出土状況（拡大）

（東から）

一国山1号墳

周溝内遺物出土状況

（東から）



図版15
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一国山1号墳掘上り状況

（北西から）

一国山2号墳掘上り状況

（南から）

一国山2号墳主体部

（西から）



一国山2号墳石榔内敷石

（南西から）

一国山2号墳石榔内

鉄釘出土状況

（南西から）

調査中の一国山4号墳

（南西から）
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図版17

－147一

一国山3号墳石棺3蓋石検出状況

（北東から）

一国山3号墳石棺3掘上り状況

（北東から）



一国山4号墳石棺4蓋石検出状況

（南西から）

一国山4号墳石棺4検出状況

（南西から）
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一国山4号墳石棺4掘上り状況

（南西から）



図版19

一国山4号墳石棺5・6検出状況

（北から）

一国山4号墳石棺5蓋石検出状況
（南西から）

一国山4号墳石棺5掘上り状況

（南西から）
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一国山5号填石棺7墓石検出状況

（北東から）

一国山4号墳石棺6掘上り状況

（南西から）

一国山5号墳石棺7掘上り状況

（北東から）
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